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特
別
記
事

　

金
兌
希
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

金
兌
希
君
が
提
出
し
た
博
士
号
学
位
請
求
論
文
「
政
治
意
識
の
変

容
と
発
展
―
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
比
較
研
究
―
」
の
構
成
、
な
ら

び
に
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
文
の
各
章
は
金

君
が
韓
国
の
延
世
大
学
か
ら
文
部
科
学
省
奨
学
生
と
し
て
本
研
究
科

に
入
学
し
て
以
来
、Cam

bridge U
niversity Press 

か
ら
刊
行

さ
れ
た
著
名
な
学
術
誌
な
ど
国
内
外
の
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
今
回
の
学
位
請
求
に
あ
た
り
、
加
筆
訂
正
を
加
え
て
一
つ

の
論
文
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
構
成

第
１
章　

民
主
主
義
に
お
け
る
市
民
意
識
と
政
治
参
加

　

１
．１　

は
じ
め
に

　

１
．２　

民
主
主
義
理
論
と
市
民

　

１
．３　

政
治
参
加
の
変
容
と
民
主
主
義
理
論
の
再
考

　

１
．４　

政
治
意
識
の
研
究

　

１
．５　

政
治
的
有
効
性
感
覚
の
研
究
と
本
論
文
の
分
析
枠
組
み

第
２
章　

日
本
に
お
け
る
政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標
の
再
検
討
─
指
標

の
妥
当
性
と
政
治
参
加
へ
の
影
響
力
の
観
点
か
ら
─

　

２
．１　

は
じ
め
に

　

２
．２　

政
治
的
有
効
性
感
覚
概
念
と
指
標
の
発
展
過
程

　

２
．３　

日
本
に
お
け
る
政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標
と
妥
当
性
の
検
証

　

２
．４　

小
括

第
３
章　

政
治
的
有
効
性
感
覚
の
規
定
要
因
─
日
米
韓
比
較
を
通
じ

て
─

　

３
．１　

は
じ
め
に

　

３
．２　

先
行
研
究
と
分
析
枠
組

　

３
．３　

分
析
枠
組
み

　

３
．４　

分
析
結
果

　

３
．５　

小
括

第
４
章　

政
治
参
加
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
─
日
米
韓
比
較
を
用
い

て
─

　

４
．１　

は
じ
め
に

　

４
．２　

先
行
研
究
・
仮
説

　

４
．３　

分
析
枠
組
み

　

４
．４　

分
析
結
果

　

４
．５　

小
括

第
５
章　

民
主
主
義
シ
ス
テ
ム
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
─
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｓ 
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デ
ー
タ
を
用
い
た
国
際
比
較
分
析
─

　

５
．１　

は
じ
め
に

　

５
．２　

政
治
的
有
効
性
感
覚
概
念
と
測
定

　

５
．３　

先
行
研
究
と
仮
説

　

５
．４　

デ
ー
タ
と
分
析
方
法 

　

５
．５　

変
数
説
明

　

５
．６　

分
析

　

５
．７　

小
括

第
６
章　

政
治
的
有
効
性
感
覚
に
対
す
る
直
接
民
主
主
義
の
影
響
─
パ

ネ
ル
デ
ー
タ
分
析
を
用
い
た
検
証
─

　

６
．１　

は
じ
め
に 

　

６
．２　

先
行
研
究
と
仮
説 

　

６
．３　

リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン

　

６
．４　

デ
ー
タ
、
モ
デ
ル
、
変
数
説
明

　

６
．５　

分
析
結
果

　

６
．６　

小
括

第
７
章　

世
代
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
─
日
本
の
一
九
六
〇
年
代
に
お

け
る
学
生
運
動
世
代
を
ケ
ー
ス
に
─

　

７
．１　

は
じ
め
に 

　

７
．２　

先
行
研
究
・
仮
説

　

７
．３　

分
析 

　

７
．４　

小
括

第
８
章　

選
挙
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
─
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
を

中
心
に
─

　

８
．１　

は
じ
め
に

　

８
．２　

先
行
研
究

　

８
．３　

分
析
１
：
一
九
七
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
世
論
調

査
デ
ー
タ
を
用
い
て

　

８
．４　

分
析
２
：
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
パ
ネ
ル
デ
ー

タ
を
用
い
て 

　

８
．５　

小
括

第
９
章　

総
括

本
論
文
の
概
要

　

本
論
文
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
変
容
し
て
い
く
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
１
章
で
は
本
論
文
の
目
的
と
課
題
を
設
定

し
た
上
で
、
市
民
意
識
及
び
政
治
参
加
研
究
の
先
行
研
究
の
課
題
を

提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
第
２
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
的

有
効
性
感
覚
概
念
と
指
標
の
議
論
を
ま
と
め
た
上
で
、
日
本
に
お
け

る
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
測
定
指
標
の
妥
当
性
の
検
証
を
行
っ
て
い

る
。
政
治
的
有
効
性
感
覚
は
、
民
主
主
義
に
対
す
る
市
民
の
規
範
的

態
度
を
表
す
最
も
重
要
な
市
民
意
識
の
一
つ
と
し
て
様
々
な
世
論
調

査
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
性
と
同
じ
程
度

に
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標
の
妥
当
性
の
問
題
が
常
に
提
起
さ
れ
、
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政
治
的
有
効
性
感
覚
の
研
究
を
悩
ま
せ
て
き
た
。
多
く
の
研
究
が
、

政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標
の
妥
当
性
の
検
証
を
し
て
き
た
が
、
議
論

は
近
年
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
世

論
調
査
に
お
い
て
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標
が
一
九
七
〇
年
代

以
降
、
継
続
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

指
標
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
が
行
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、

各
研
究
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
指
標
に
違
い
も
多
く
み
ら
れ
て

い
た
た
め
、
先
行
研
究
の
知
見
の
蓄
積
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
金
君
は
本
論
文
で
日
本
に
お
け
る
政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標

の
妥
当
性
の
検
証
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
世
論
調
査
で
用
い
ら

れ
て
き
た
政
治
的
有
効
性
感
覚
項
目
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
考

察
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
金
君
に
よ
れ
ば
「
投
票
意
味
な

し
」
項
目
は
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
項
目
と
し
て
は
使
わ
れ
る
べ
き

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
政
治
に
働
き
か
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
効

果
は
あ
る
と
い
う
内
的
有
効
性
感
覚
に
は
「
政
治
複
雑
」
と
「
政
府

左
右
」、
そ
し
て
政
治
家
や
政
党
、
国
会
な
ど
が
自
分
た
ち
の
気
持

ち
に
応
え
て
く
れ
る
と
い
う
外
的
有
効
性
感
覚
に
は
「
議
員
当
選

後
」
と
「
政
治
家
」
項
目
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、

日
本
の
み
な
ら
ず
韓
国
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
同
様
の
結
果
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
文
脈
を
超
え
一
般
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
各
項
目
に
よ
っ
て
、
参
加
に
対
す
る

影
響
力
に
違
い
が
生
じ
る
が
、
内
的
有
効
性
感
覚
と
外
的
有
効
性
感

覚
を
合
成
し
た
指
標
を
使
用
す
る
場
合
、
相
互
の
影
響
力
を
相
殺
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
金
君
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

次
に
、
第
３
章
か
ら
第
５
章
で
、
金
君
は
政
治
的
有
効
性
感
覚
の

規
定
要
因
と
政
治
参
加
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
各
国
に
共
通
す

る
一
般
的
効
果
と
そ
の
効
果
を
歪
め
る
国
レ
ベ
ル
の
要
因
に
つ
い
て

考
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
３
章
と
第
４
章
で
は
、
政
治
的
有
効

性
感
覚
の
規
定
要
因
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
政
治
参
加
に
与
え
る

影
響
力
に
つ
い
て
日
米
韓
で
同
じ
設
問
を
用
い
て
行
わ
れ
た
調
査

デ
ー
タ
に
よ
る
国
際
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
有

効
性
感
覚
の
研
究
で
は
、
ど
の
国
を
ケ
ー
ス
に
す
る
か
に
よ
っ
て
異

な
っ
た
結
果
が
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
特
に
、
日
本
や
韓
国

な
ど
で
は
欧
米
民
主
主
義
諸
国
を
ケ
ー
ス
に
し
た
先
行
研
究
と
異

な
っ
た
結
果
が
多
く
報
告
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
で
は
異
な
っ
た
政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標
と
分
析
モ
デ
ル
が

用
い
ら
れ
て
き
た
た
め
、
先
行
研
究
間
に
お
け
る
違
い
が
指
標
や
分

析
モ
デ
ル
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
排
除

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
論
文
で
は
、
日
米
韓
で
同

じ
質
問
紙
を
用
い
て
行
わ
れ
た
調
査
デ
ー
タ
と
同
じ
分
析
モ
デ
ル
を

用
い
て
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
規
定
要
因
と
参
加
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
体
系
的
な
比
較
を
行
っ
て
い
る
点
に
注
目
で
き
る
。
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ま
ず
、
第
３
章
で
金
君
は
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
規
定
す
る
要
因

に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
知
見
に
基
づ
く
一
般
モ
デ
ル
を
提
示
し
た

上
で
日
米
韓
分
析
を
行
い
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
共
通
要
因
と
国

の
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
国
レ
ベ
ル
の
環
境
要
因
が
、
政
治
的
有
効
性

感
覚
の
一
般
モ
デ
ル
を
歪
め
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
各

国
の
特
徴
を
も
と
に
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
高
い
教
育
水
準

と
団
体
へ
の
参
加
が
、
内
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
共
通
要
因
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
し
た
。
金
君
が
確
認
し
た
団
体
参
加
に
よ
る
影

響
力
は
、
参
加
民
主
主
義
論
者
ら
の
議
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
影
響
力
が
他
の
要
因
と
比
べ
て
大
き
い
こ
と
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
日
本
や
韓
国
で
は
、
他
の
先
進
民
主
主
義
諸
国
に

比
べ
て
政
治
的
有
効
性
感
覚
（
特
に
内
的
有
効
性
感
覚
）
の
レ
ベ
ル

が
低
く
、
民
主
主
義
を
実
感
で
き
て
い
な
い
市
民
が
多
い
と
い
う
点

が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
金
君
に
よ
れ
ば
、
日
韓
両
国
は

米
国
に
比
べ
て
団
体
に
参
加
し
て
い
る
割
合
が
非
常
に
低
い
こ
と
が

内
的
有
効
性
感
覚
の
醸
成
を
妨
げ
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。 

　

次
に
、
外
的
有
効
性
感
覚
に
つ
い
て
は
、
政
治
を
信
頼
し
、
政
府

を
支
持
し
、
ま
た
支
持
す
る
政
党
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
支
持
政
党
の
政
治

領
域
内
で
の
影
響
力
が
よ
り
大
き
い
（
政
権
担
当
あ
る
い
は
議
席
数

が
多
い
）
場
合
、
そ
の
効
果
は
よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
を
み
る
と
、
外
的
有
効
性
感
覚
は
、
自
分
を
代
表

し
て
く
れ
る
政
治
ア
ク
タ
ー
（
政
党
や
議
員
）
が
存
在
す
る
か
否
か
、

ま
た
そ
の
政
治
ア
ク
タ
ー
が
政
治
領
域
内
に
お
い
て
、
影
響
力
を
働

か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
影
響
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
４
章
で
は
、
内
的
・
外
的
有
効
性
感
覚
の
組
み
合
わ
せ
が
現
代

の
制
度
内
、
制
度
外
参
加
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
日
米
韓
比
較

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
内
的
有
効
性
感
覚
が
高
い
一
方
で
外

的
有
効
性
感
覚
の
低
い
人
が
最
も
制
度
外
参
加
に
動
員
さ
れ
る
と
い

うGam
son

仮
説
が
、
政
治
参
加
の
環
境
が
異
な
る
日
米
韓
の

三
ヵ
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
み
せ
る
の
か
検
証
を
金
君

は
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、Gam

son

仮
説
の
効
果
は
、
韓
国
で
は
明

確
に
み
ら
れ
た
が
、
米
国
と
日
本
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
米
で
は
、
主
に
内
的
有
効
性
感
覚
が
制
度
外
参
加
に
影
響
を
与
え

て
お
り
、
外
的
有
効
性
感
覚
の
程
度
が
与
え
る
影
響
は
限
定
的
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
金
君
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
韓
国
で
はGam

son
仮
説
で
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
内
的
有
効
性
感
覚
が
高
く
外
的

有
効
性
感
覚
が
低
い
グ
ル
ー
プ
の
制
度
外
参
加
率
が
最
も
高
い
。
こ

の
よ
う
な
結
果
は
、
三
ヵ
国
に
お
け
る
政
治
参
加
に
対
す
る
認
識
と
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政
治
参
加
の
環
境
の
違
い
が
原
因
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま

り
、
日
米
の
よ
う
に
政
治
参
加
の
環
境
が
整
え
ら
れ
制
度
外
参
加
が

制
度
内
参
加
と
同
様
に
正
当
性
の
あ
る
参
加
形
態
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
社
会
で
は
、Gam

son

仮
説
は
有
効
で
は
な
く
な
る
こ
と

に
な
る
。
米
国
や
日
本
に
お
い
て
は
、
内
的
、
外
的
有
効
性
感
覚
が

と
も
に
高
い
人
々
が
積
極
的
に
制
度
外
参
加
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
参
加
に
は
、
現
在
の
政
府
や
政
治
体
制
自
体
を
否
定
す
る
よ

う
な
意
味
合
い
は
薄
い
。
し
か
し
、
韓
国
の
よ
う
に
、
外
的
有
効
性

感
覚
が
低
い
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
制
度
外
参
加
は
、
現
在
の

政
治
シ
ス
テ
ム
自
体
に
対
す
る
不
服
と
よ
り
密
接
に
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
制
度
外
参
加
で
あ
っ
て
も
、
各

国
の
文
脈
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
こ
と
を
金
君
の
分
析
は
示
唆
し

て
い
る
。

　

第
５
章
で
は
、
主
に
選
挙
制
度
や
統
治
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
国
レ
ベ

ル
の
要
因
が
、
市
民
の
外
的
有
効
性
感
覚
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
か
、
二
八
ヵ
国
の
世
論
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
を
行
っ

て
い
る
。
金
君
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
国
レ
ベ
ル
の
要
因
と
し
て
市
民

と
政
治
領
域
を
繋
ぐ
経
路
の
環
境
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
選
挙

制
度
、
分
権
化
の
度
合
い
、
そ
し
て
汚
職
度
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、

選
挙
制
度
が
各
国
の
外
的
有
効
性
感
覚
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
特
に
、
反
比
例
度
（
議
席
率
と
得
票
率
の
乖
離
度
）

が
外
的
有
効
性
感
覚
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
反
比
例
度
の
影
響
力

は
小
規
模
政
党
支
持
者
に
お
い
て
よ
り
大
き
く
な
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
政
治
的
立
場
と
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
小
規
模
政
党
支
持
者
は
、
ど
の
よ
う
な
選
挙
制

度
下
で
あ
っ
て
も
外
的
有
効
性
感
覚
が
低
い
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
程

度
は
反
比
例
度
が
よ
り
高
く
な
る
に
つ
れ
よ
り
大
き
く
な
る
。
さ
ら

に
、
比
例
代
表
制
は
外
的
有
効
性
感
覚
に
対
し
て
正
と
負
の
両
方
の

効
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
比
例
代
表

制
に
お
け
る
帰
結
と
し
て
、
多
党
制
と
連
立
政
権
の
樹
立
が
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
要
素
は
、
外
的
有
効
性
感
覚
に
対
し
て
異
な

る
影
響
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
５
章
に
お
け

る
金
君
の
分
析
で
は
、
連
立
政
権
が
外
的
有
効
性
感
覚
レ
ベ
ル
を
低

下
さ
せ
る
一
方
で
、
政
党
の
数
は
外
的
有
効
性
感
覚
レ
ベ
ル
を
高
め

る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
連
立
政
権
と
多
党
制
は
、
両
方

と
も
に
比
例
代
表
制
の
帰
結
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
例
代
表
制
の
ジ

レ
ン
マ
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
政
治
過

程
に
お
け
る
汚
職
が
外
的
有
効
性
感
覚
に
対
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
な
負

の
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
水
準
と
外
的
有
効
性
感
覚
の

関
係
を
歪
め
る
要
因
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
政
治
過

程
に
お
け
る
汚
職
の
度
合
い
が
高
い
国
で
は
、
よ
り
教
育
水
準
が
高

い
市
民
が
汚
職
に
よ
る
問
題
に
よ
り
敏
感
に
反
応
し
て
外
的
有
効
性
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感
覚
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
た
め
、
一
般
的
な
教
育
水
準
と
外
的
有
効

性
感
覚
の
関
係
が
希
薄
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
６
章
で
は
、
金
君
は
参
加
民
主
主
義
理
論
が
主
張
し
た
参
加
に

よ
る
教
育
効
果
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
日
本
で
行
わ
れ

た
住
民
投
票
を
ケ
ー
ス
に
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
住

民
投
票
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
金
君
は
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
が

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
参
加
と
政
治
的
有
効
性
感
覚

の
因
果
関
係
を
推
定
し
て
い
る
。
従
来
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
高

め
る
要
因
と
し
て
、
最
も
有
力
な
仮
説
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
の

が
参
加
に
よ
る
教
育
効
果
仮
説
で
あ
っ
た
。
参
加
民
主
主
義
理
論
に

よ
る
と
、
決
定
に
直
接
関
与
す
る
参
加
は
市
民
の
参
加
能
力
を
高
め

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
影
響
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

政
治
的
有
効
性
感
覚
（
特
に
内
的
有
効
性
感
覚
）
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
教
育
効
果
仮
説
の
是
非
に

つ
い
て
の
異
論
も
多
く
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
も
疑
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
金
君
は
、
参
加
民
主
主
義
理
論
が
主
張
し
た

参
加
に
よ
る
効
果
が
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、

直
接
民
主
主
義
の
効
果
の
検
証
を
行
っ
て
き
た
先
行
研
究
全
般
に
お

け
る
二
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
住
民
投
票
の
多

様
性
を
考
慮
し
て
来
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
研
究

の
多
く
は
、
分
析
対
象
と
し
て
い
る
住
民
投
票
が
、
何
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
の
中
身
を
問
う

こ
と
な
く
全
て
同
じ
も
の
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
多
様
な

ケ
ー
ス
の
住
民
投
票
を
区
別
せ
ず
扱
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
直
接
民

主
主
義
の
効
果
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
で
は
な
く
一
時
点
の
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ

ナ
ル
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究

で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
で
は
な
く
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ

を
検
証
の
際
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
た
と
え
分
析
結
果
に
お

い
て
正
の
関
係
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
因
果
の
方
向
性
を
明
確
に

断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
君
は
日
本

で
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
ケ
ー
ス
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を

克
服
す
る
分
析
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ー
タ

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
投
票
が
市
民
の
内
的
有
効
性
感
覚

を
有
意
に
高
め
る
因
果
効
果
が
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し

た
。
金
君
の
こ
の
知
見
は
、
従
来
、
直
接
民
主
主
義
制
度
と
政
治
的

有
効
性
感
覚
の
関
係
に
つ
い
て
相
反
す
る
結
果
が
報
告
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
対
し
て
、
直
接
民
主
主
義
の
効
果
が
明
確
に
存
在
す
る
こ
と

を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
金
君
は
、
第
７
章
で
社
会
運
動
に
お
け
る
参
加
が
政
治
的

有
効
性
感
覚
に
与
え
た
影
響
力
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
日

本
は
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
、
他
国
に
引
け
を
取
ら
な
い
レ
ベ
ル
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の
学
生
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
の
世
代
で
は
そ
の
よ
う
な

大
規
模
な
社
会
運
動
は
顕
著
に
み
ら
れ
て
い
な
い
。
一
部
の
世
代
が

リ
ー
ド
し
た
大
規
模
な
学
生
運
動
は
、
そ
の
世
代
の
政
治
的
有
効
性

感
覚
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、

政
治
社
会
化
の
時
期
に
社
会
運
動
を
経
験
し
た
人
は
、
そ
れ
以
降
も

特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
保
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
積
極
的
な

政
治
参
加
を
行
う
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
影

響
力
の
程
度
や
持
続
時
期
な
ど
、
多
く
の
点
に
つ
い
て
論
争
が
続
い

て
き
た
。
ま
た
、
社
会
運
動
に
よ
る
政
治
社
会
化
が
政
治
関
心
や
政

治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
研
究
が
な
さ
れ

て
き
た
が
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
検
証
が
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

政
治
的
有
効
性
感
覚
が
社
会
や
政
治
に
お
け
る
参
加
に
よ
っ
て
育
ま

れ
る
と
さ
れ
て
き
た
点
や
、
社
会
運
動
を
経
験
し
た
世
代
が
そ
れ
以

降
も
高
い
政
治
参
加
を
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す

る
と
、
社
会
運
動
に
よ
る
政
治
社
会
化
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
を

高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
金
君
は
日
本
の

ケ
ー
ス
を
用
い
て
社
会
運
動
へ
の
参
加
が
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
与

え
た
影
響
力
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
政
治
的
社
会
化
の
時

期
に
学
生
運
動
を
経
験
し
た
世
代
（
学
生
運
動
世
代
）
は
、
他
の
出

生
コ
ー
ホ
ー
ト
と
比
べ
平
均
的
に
高
い
内
的
有
効
性
感
覚
を
保
持
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
内
的
有
効
性
感
覚
は
、
社
会
や
政

治
に
お
け
る
参
加
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
金
君
の
分
析
結
果
か
ら
、
青
年
後
期
に
お
け
る
政
治
社
会
化
の
重

要
性
と
参
加
民
主
主
義
理
論
で
主
張
さ
れ
た
直
接
参
加
の
重
要
性
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
金
君
は
、
第
８
章
で
選
挙
に
お
け
る
参
加
が
政
治
的
有

効
性
感
覚
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
日
本
で
政
権
交
代
が
起
こ
っ

た
二
〇
〇
九
年
の
総
選
挙
の
ケ
ー
ス
を
も
と
に
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
選
挙
に
お
け
る
参
加
、
そ
し
て
選
挙

の
帰
結
で
あ
る
選
挙
の
勝
敗
が
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
議
論

が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
金
君
は
、
政
権
交
代
が
政
治
的
有
効
性

感
覚
に
与
え
る
効
果
を
よ
り
厳
格
に
検
証
す
る
た
め
に
二
〇
〇
九
年

の
総
選
挙
前
後
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
を
行
っ

た
結
果
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
選
挙
に
お
け
る
参

加
で
は
一
回
の
投
票
参
加
そ
れ
自
体
は
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
明
確

な
影
響
を
与
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
参
加
コ
ス
ト
や
心
理
的
関
与

が
低
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
心
理
的
関
与
が
高
い
選
挙
運

動
手
伝
い
は
内
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
特
に
、
そ
の
効
果
は
自
分
が
応
援
し
た
候
補
者
（
政

党
）
が
勝
利
し
た
場
合
に
よ
り
大
き
く
な
る
。
ま
た
、
選
挙
参
加
が
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内
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
一
方
で
、
選
挙
に
お
け
る
勝
敗
は
外
的

有
効
性
感
覚
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
効
果
は
投
票
し
た
候
補
者
が
所
属
し
て
い
る
政
党
が

国
政
レ
ベ
ル
で
勝
利
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
つ
ま
り
、
同

じ
勝
敗
で
あ
っ
て
も
、
政
治
領
域
に
お
け
る
候
補
者
の
影
響
力
の
大

き
さ
が
外
的
有
効
性
感
覚
の
変
化
に
対
す
る
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
た
と
え
支
持
政
党
を
持
っ
て
い
て
も
非
投
票
者
に
お
い
て

は
勝
敗
の
効
果
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
た
と
え
選
挙
結
果
に

満
足
し
て
い
る
と
し
て
も
投
票
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
物
理
的
、
心

理
的
コ
ス
ト
を
支
払
わ
な
い
限
り
、
心
理
的
な
変
化
は
も
た
ら
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
結
果
、
政
権
交
代
で
は
長
期
に
わ
た
っ
て
二
〇
〇
九
年
の
勝

利
政
党
を
支
持
し
て
き
た
有
権
者
の
内
的
有
効
性
感
覚
（「
政
府
左

右
」）
が
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
に
お
い
て
高
ま
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
は
、
こ
れ
ま
で
野
党
を
支
持

し
て
き
た
有
権
者
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
自
ら
が
「
多
数
」
と
な
り

政
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
選
挙
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
よ
う

や
く
「
政
府
を
左
右
で
き
る
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な

る
。
単
発
的
な
選
挙
の
勝
敗
が
内
的
有
効
性
感
覚
に
影
響
を
与
え
て

い
な
か
っ
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
分
析
結
果
は
非
常
に

興
味
深
い
こ
と
に
な
る
。
よ
り
市
民
の
内
面
深
く
に
関
わ
る
内
的
有

効
性
感
覚
の
影
響
が
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
長
年
野
党
を
支
持

し
て
き
た
有
権
者
に
お
い
て
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
は
短
期
的
な

選
挙
に
お
け
る
「
勝
利
」
以
上
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

民
主
主
義
制
度
で
は
、
程
度
の
差
が
あ
る
に
せ
よ
、
多
数
に
お
け
る

支
配
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
民
主
主
義
制
度
の

長
所
は
、
そ
の
「
多
数
」
を
定
期
的
か
つ
公
正
な
選
挙
に
よ
っ
て
変

え
ら
れ
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
日
本
に
お

い
て
は
、
長
ら
く
権
力
の
循
環
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
市
民

（
特
に
野
党
支
持
）
の
内
的
有
効
性
感
覚
の
成
長
を
阻
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
阻
害
要
因
が
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
に

よ
っ
て
弱
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
部
の
市
民
の
内
的
有
効
性
感
覚
が

高
ま
っ
た
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
金
君
は

二
〇
〇
九
年
の
総
選
挙
の
際
に
、
新
た
に
政
党
支
持
態
度
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
有
権
者
の
外
的
有
効
性
感
覚
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
の
選
挙
は
、

政
権
交
代
が
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
選
挙
と
し
て
大
き
な
注
目
を

浴
び
た
選
挙
で
あ
っ
た
た
め
、
各
政
党
に
よ
る
活
発
な
選
挙
活
動
も

行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
が
、
こ
れ
ま
で
無
党
派
層
で
あ
っ
た

有
権
者
に
お
い
て
、
新
た
に
支
持
で
き
る
政
党
を
み
つ
け
や
す
く
し
、

結
果
的
に
外
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
結
果
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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本
論
文
の
評
価

　

金
君
が
本
論
文
で
研
究
対
象
と
し
た
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
関
す

る
従
来
の
研
究
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
第
一
の
課
題

は
政
治
的
有
効
性
感
覚
概
念
と
指
標
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
に

あ
る
。
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
で
は
、
そ
の
重
要
性
と
は
裏
腹
に
、

政
治
的
有
効
性
感
覚
の
規
定
要
因
と
参
加
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

異
な
っ
た
主
張
が
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
政

治
的
有
効
性
感
覚
の
測
定
の
問
題
が
あ
り
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
指

標
が
概
念
の
発
展
に
付
随
し
て
い
な
い
と
の
批
判
が
多
く
な
さ
れ
て

き
た
。
特
に
、
日
本
で
は
、
調
査
で
使
用
さ
れ
て
い
る
政
治
的
有
効

性
感
覚
指
標
の
検
証
を
試
み
た
研
究
が
み
ら
れ
ず
、
研
究
ご
と
に
使

用
さ
れ
て
い
る
指
標
が
異
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

半
世
紀
近
く
に
わ
た
っ
て
政
治
的
有
効
性
感
覚
指
標
を
使
用
し
た
研

究
が
行
わ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
見
の
蓄
積
が
十
分
に
は

な
さ
れ
ず
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
が
滞
っ
て
い
た
。

　

政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
の
第
二
の
課
題
は
、
政
治
的
有
効
性
感

覚
の
規
定
要
因
と
政
治
参
加
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
頑
健
な
検
証

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
は
、
概
念
の
重
要

性
や
研
究
さ
れ
て
き
た
年
月
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
規
定
要
因
か
ら
政

治
参
加
に
与
え
る
影
響
ま
で
先
行
研
究
の
間
で
異
論
が
多
く
存
在
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
で
は
、
ど
の
国
を

ケ
ー
ス
に
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
日
本
や
韓
国
な
ど
の
場
合
、
欧
米
民
主
主
義
諸
国
を
ケ
ー
ス

に
し
た
先
行
研
究
と
異
な
っ
た
結
果
が
多
く
報
告
さ
れ
て
き
た
。
両

国
で
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
社
会

経
済
的
変
数
の
影
響
力
が
み
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
政
治
的
有
効
性

感
覚
が
政
治
参
加
を
促
す
効
果
も
明
確
に
み
ら
れ
な
い
と
報
告
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
異
な
っ
た
政
治

的
有
効
性
感
覚
指
標
と
分
析
モ
デ
ル
が
用
い
ら
れ
て
き
た
た
め
、
先

行
研
究
間
に
お
け
る
違
い
が
指
標
や
分
析
モ
デ
ル
の
違
い
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
は
、
一
国
の
み
を

ケ
ー
ス
に
し
た
場
合
が
多
く
、
そ
の
国
の
政
治
環
境
な
ど
国
レ
ベ
ル

の
要
因
が
考
慮
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
た
と
え
一
般
的
に
想
定
さ
れ

る
効
果
が
一
部
の
国
に
お
い
て
み
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
国
特
有
の
政
治
文
化
に
起
因
す
る
と
い
う
説
明
が
多
く
、
明
確
な

原
因
が
探
求
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
政
治
的
有
効

性
感
覚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
に
各
国
の

ど
の
よ
う
な
側
面
が
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
の
第
三
の
課
題
は
、
政
治
的
有
効
性
感
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覚
を
高
め
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
政
治
的
有
効
性

感
覚
の
最
も
重
要
な
議
論
の
一
つ
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
短
期

的
な
外
部
要
因
に
よ
っ
て
変
化
し
得
る
も
の
な
の
か
、
変
化
し
得
る

の
だ
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う

議
論
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
明
確
な
答

え
が
示
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
政
治
文
化
論
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
政

治
的
有
効
性
感
覚
は
、
民
主
主
義
制
度
を
支
え
る
市
民
意
識
で
あ
る

と
同
時
に
、
短
期
的
な
外
部
要
因
に
よ
っ
て
は
形
成
さ
れ
な
い
意
識

で
あ
る
。
実
証
分
析
に
お
い
て
も
、
若
年
期
の
政
治
社
会
化
の
時
期

に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
あ
ま
り
変
化
し
な
い
安
定
的
で
基
底
的

な
意
識
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
市
民
自
身
の
影
響
力
に

対
す
る
自
信
を
表
す
内
的
有
効
性
感
覚
は
、
外
部
の
政
治
変
動
に
あ

ま
り
影
響
さ
れ
ず
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
傾
向
を
示
す
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇

〇
年
代
初
期
の
調
査
に
至
る
ま
で
、
平
均
的
な
内
的
有
効
性
感
覚
レ

ベ
ル
は
大
き
な
変
動
を
み
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見

方
は
、
本
来
か
ら
高
い
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
保
持
し
て
い
な
か
っ

た
国
で
は
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
て
民
主
主
義
制
度
に
適
し
た

政
治
文
化
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
主
張
に
繋
が
り
、

文
化
決
定
論
で
あ
る
と
い
う
批
判
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　

こ
の
た
め
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
概
念
が
基
底
的
で
変
化
の
少
な

い
文
化
を
構
成
す
る
意
識
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
一
方
で
、
政

治
過
程
に
お
け
る
直
接
参
加
の
経
験
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
と
い
う

主
張
が
な
さ
れ
て
き
た
。
参
加
民
主
主
義
理
論
は
、
決
定
に
直
接
関

与
す
る
参
加
は
市
民
の
民
主
主
義
制
度
を
利
用
す
る
能
力
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
影
響
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

政
治
的
有
効
性
感
覚
（
特
に
内
的
有
効
性
感
覚
）
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
（
教
育
効
果
仮
説
）。
し
か
し
、
多
く
の
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
教
育
効
果
仮
説
の
是
非
に
つ

い
て
は
未
だ
に
異
論
が
多
く
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
も
疑
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
様
々
な
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
解
き

明
か
す
の
が
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
言

え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
分
析
し
た
金
君
に
よ
る
本
論
文

の
政
治
学
に
対
す
る
貢
献
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
に

先
行
研
究
で
異
論
が
多
く
出
さ
れ
議
論
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

政
治
的
有
効
性
感
覚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
複
数
の
国
の
デ
ー
タ
に
共
通

の
分
析
モ
デ
ル
を
あ
て
は
め
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
政
治
的
有
効
性
感
覚
は
概
念
と
指
標
の
度
重
な
る
変

化
と
論
争
に
よ
り
、
先
行
研
究
の
間
で
も
そ
の
測
定
方
法
が
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
メ
カ
ニ
ズ
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ム
に
つ
い
て
も
多
く
の
異
論
が
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
国
ご
と
に

異
な
る
結
果
が
報
告
さ
れ
て
も
、
各
国
の
政
治
文
化
に
起
因
す
る
と

し
て
、
明
確
な
原
因
の
追
求
が
十
分
に
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
本

論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
に
論
争
が
続
い
て
き
た
政
治
的
有
効
性
感
覚

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
統
一
的
な
測
定
と
統
計
モ
デ
ル
を
用
い
た
比
較
分

析
に
よ
っ
て
以
下
に
述
べ
る
多
く
の
知
見
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
、

こ
れ
ま
で
の
政
治
学
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
金
君
に
よ
る
と
、
内
的
・
外
的
有
効
性
感
覚
は
一

つ
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
と
い
う
概
念
を
構
成
し
つ
つ
も
、
そ
の
構

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
内
的
有
効
性
感
覚
は
教

育
と
市
民
参
加
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
一
方
で
、
外
的
有
効
性
感
覚

は
市
民
と
政
治
領
域
と
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
内
的
有
効
性
感
覚
は
外
的
有
効
性
感
覚
と
は
異

な
り
、
外
部
の
制
度
的
要
因
で
は
な
く
、
市
民
自
身
の
能
力
や
経
験

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。
高
い
教
育
水
準
は
、
ど
の
よ
う
な
国
の
環

境
で
あ
っ
て
も
、
市
民
自
身
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

内
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
。
ま
た
、
団
体
参
加
な

ど
の
市
民
参
加
は
、
市
民
が
民
主
主
義
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

民
主
主
義
制
度
を
利
用
し
た
参
加
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
内
的
有
効
性
感
覚
が
高
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
的
有
効
性
感
覚
が
市
民
と
政
治
領
域
と
の
繋
が
り
に

よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
選
挙
制
度
と
政
党
が

そ
こ
に
お
い
て
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
比
例
度
が
高
い
、
つ

ま
り
議
席
数
と
得
票
率
の
乖
離
の
程
度
が
低
い
選
挙
制
度
は
、
市
民

の
外
的
有
効
性
感
覚
を
一
般
的
に
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
各
国
に
お
い
て
比
例
度
の
高
い
選
挙
制

度
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
外
的
有
効
性
感
覚
の
向
上
に
資
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
日
本
は
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
か
ら
大
き
く
外
的
有

効
性
感
覚
の
程
度
が
下
が
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
が
、
中
選
挙
区
制

か
ら
並
立
制
へ
の
制
度
変
更
を
行
い
、
反
比
例
度
が
高
く
な
り
始
め

た
の
も
そ
の
時
期
で
あ
る
。
金
君
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

選
挙
制
度
の
変
化
が
も
た
ら
し
た
反
比
例
度
の
高
さ
が
、
外
的
有
効

性
感
覚
を
押
し
下
げ
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
政
党
の
役
割
が
市
民
の
外
的
有
効
性
感
覚
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
こ
と
も
金
君
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

政
党
は
代
議
制
民
主
主
義
に
お
い
て
、
市
民
と
政
治
領
域
を
繋
ぐ
最

も
重
要
な
経
路
の
一
つ
で
あ
る
。
代
議
制
民
主
主
義
に
お
い
て
、
市

民
が
「
自
ら
の
統
治
」
を
行
う
た
め
に
は
、
自
分
を
代
弁
し
て
く
れ

る
代
表
者
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
政
党
の
存
在
が
欠
か
せ

な
い
。
本
論
文
の
分
析
で
は
、
支
持
政
党
が
あ
る
市
民
の
外
的
有
効

性
感
覚
は
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
高
く
、
新
た
に
政
党
支
持
態
度

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
市
民
の
外
的
有
効
性
感
覚
が
高
ま
る
こ
と
も
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確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
党
制
で
あ
る
場
合
、
よ
り
多
様
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
策
を
掲
げ
る
政
党
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

国
全
体
の
外
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
、
政
党
離
れ
が
進
ん
で
無
党
派
層
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
そ
れ
も
外
的
有
効
性
感
覚
が
低
く
な
っ

て
い
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
外
的
有
効
性
感
覚
は
自
ら
の
代
表
者
の
影
響
力
の
大
き
さ

に
も
左
右
さ
れ
る
。
比
例
代
表
制
の
帰
結
で
あ
る
多
党
制
と
連
立
政

権
は
、
外
的
有
効
性
感
覚
に
対
し
て
相
反
す
る
結
果
が
示
さ
れ
た
。

多
党
制
は
外
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
が
、
連
立
政
権
は
逆
に
下
げ

る
効
果
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
連
立
政
権
で
は
自
ら
の
代
表
者
の

影
響
力
が
相
対
的
に
小
さ
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
連
立
政
権
内
で

エ
リ
ー
ト
間
に
よ
る
妥
協
に
よ
っ
て
決
定
が
下
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
が
支
援
し
た
候
補
者
が
小
選
挙
区
選

挙
で
勝
利
し
て
も
、
そ
の
候
補
者
が
所
属
す
る
政
党
が
全
国
レ
ベ
ル

で
負
け
た
場
合
（
政
権
に
参
入
で
き
な
か
っ
た
場
合
）、
外
的
有
効

性
感
覚
が
高
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
金
君
の
分
析
結

果
は
、
代
表
者
が
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
代
表
者
が
政
治
領
域
で

ど
れ
だ
け
影
響
力
を
発
揮
し
、
ま
た
説
明
責
任
を
果
た
す
の
か
と
い

う
こ
と
が
外
的
有
効
性
感
覚
レ
ベ
ル
を
左
右
す
る
重
要
な
要
因
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
民
主
主
義
制
度
は
、
市
民
に
対
し
て
公
平

な
統
治
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
に
は
常
に
勝
者

と
敗
者
が
存
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
連
立
政
権
を
構
成
し

て
よ
り
大
き
な
多
数
を
構
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
に
は
、
各
政
党
の
議
論
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
責
任
を
果
た
す
な
ど
の
制

度
構
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
金
君
に
よ
る
本
論
文
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
一
般

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
歪
め
る
可
能
性
が
あ
る
要
因
を
提
示
し
て
い
る

点
で
評
価
で
き
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
各
国
で
異
な
っ
た
分
析
結

果
が
示
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
各
国
特
有
の
政
治
文
化
に
起
因
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
論
文
で
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の

一
般
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
歪
め
る
可
能
性
の
あ
る
要
因
と
し
て
各
国

の
具
体
的
な
環
境
要
因
、
つ
ま
り
社
会
格
差
、
選
挙
制
度
の
反
比
例

度
、
市
民
の
政
治
的
権
利
や
自
由
、
そ
し
て
汚
職
の
程
度
を
提
示
し
、

因
果
関
係
の
一
般
化
を
追
求
し
て
い
る
。
金
君
は
、
本
論
文
で
こ
れ

ら
の
要
素
が
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
ど
の
よ
う
な
媒

介
要
因
と
し
て
働
く
の
か
に
つ
い
て
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
政

治
的
有
効
性
感
覚
研
究
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の

要
因
は
他
の
政
治
意
識
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
歪
ま
せ
る
媒
介
要
因
に

な
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究
の
み
な
ら
ず
、

政
治
意
識
研
究
全
体
に
お
い
て
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
国
家
間
の
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分
析
結
果
に
お
け
る
違
い
を
説
明
し
て
い
る
点
で
も
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
金
君
に
よ
る
本
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
に
な
っ
て
い
た
内
的
有
効
性
感
覚
の
変
動
要
因
を
明
ら
か
に
し
た

点
で
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
的
有
効
性
感
覚
は
、
か
つ
て

ア
ー
モ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ー
バ
が
提
示
し
た
参
加
型
市
民
文
化
の
重
要
な

構
成
要
素
で
あ
り
、
民
主
主
義
に
適
し
た
政
治
文
化
を
構
成
す
る
市

民
意
識
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
同
時
に
、
内
的
有
効
性
感
覚
は

他
の
政
治
意
識
に
比
べ
変
化
が
少
な
い
基
底
的
な
意
識
で
あ
る
た
め
、

一
般
的
な
制
度
環
境
の
変
化
で
は
高
め
る
こ
と
が
難
し
い
要
因
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
政
治
文
化
研
究
に
お
け
る
重
要
な
議
論
の

一
つ
は
、
政
治
文
化
は
変
化
す
る
の
か
、
そ
し
て
新
し
く
民
主
主
義

を
採
用
し
た
国
に
お
い
て
、
民
主
主
義
に
適
し
た
政
治
文
化
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
っ
た
。
内
的
有
効
性
感
覚

が
変
容
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
ま
さ
に
政
治
文
化
は
変
容
す
る

の
か
と
い
う
問
題
の
核
心
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
論
文

は
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
分
析
を
用
い
て
、
内
的
有
効
性
感
覚
は
政

治
社
会
化
に
よ
っ
て
人
生
の
早
い
段
階
で
深
く
根
付
く
意
識
で
は
あ

る
も
の
の
、
制
度
的
要
因
に
よ
っ
て
十
分
に
変
動
し
う
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
金
君
に
よ
れ
ば
、
内
的

有
効
性
感
覚
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
の
は
、
市
民
自
身
に
よ
る

「
民
主
主
義
の
実
践
」
で
あ
る
。
青
年
後
期
の
社
会
化
の
段
階
で
経

験
し
た
社
会
運
動
が
参
加
者
の
内
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
内
的
有
効
性
感
覚
が
青
年
期
の
政
治
社
会
化

の
時
期
に
形
成
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
金
君
は
日
本
で
行
わ
れ
た
住
民
投
票
へ
の
参
加
が
、

市
民
の
内
的
有
効
性
感
覚
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
住
民
投
票
と
は
、
直
接
民
主
主
義
を
代
表
す
る
制
度

で
あ
り
、
市
民
が
民
主
主
義
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
の
一

つ
で
あ
る
。
金
君
に
よ
る
本
論
文
の
結
果
は
、
内
的
有
効
性
感
覚
が

意
識
の
深
い
と
こ
ろ
で
固
定
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て
も
、
政
策
決
定
過

程
へ
の
直
接
的
な
関
与
の
機
会
は
市
民
自
身
の
政
治
に
対
す
る
理
解

を
深
め
市
民
自
身
の
影
響
力
に
対
す
る
自
信
の
高
ま
り
に
繋
が
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
四
に
、
本
論
文
は
政
権
交
代
が
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
与
え
た

影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る
。
政
権
交
代
は
、
成

熟
し
た
民
主
主
義
体
制
の
一
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
自
体
が
市
民
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
証
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
論
文

の
研
究
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
野
党
に
投
票
し
て
き
た
人
の
内
的

有
効
性
感
覚
が
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
結
果
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
示
唆
が
あ
る
。
一
つ
は
、



140

法学研究 89 巻 8 号（2016：8）

政
権
交
代
の
重
要
性
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
は
、
有
権

者
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
日
本
で
初
め
て
の
長
期
に
わ
た
る
政

権
交
代
で
あ
っ
た
。
政
権
交
代
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
多
数
に
な
る

こ
と
が
な
か
っ
た
有
権
者
に
と
っ
て
、
選
挙
で
勝
利
し
た
と
い
う
意

味
合
い
だ
け
で
な
く
平
和
裏
に
政
権
担
当
者
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う

民
主
主
義
の
機
能
を
実
感
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
つ
目
の
示
唆
は
、

内
的
有
効
性
感
覚
に
変
化
を
促
し
た
の
は
、
長
期
に
わ
た
る
政
治
参

加
（
こ
の
場
合
は
投
票
行
動
）
を
伴
っ
た
場
合
の
み
で
あ
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
内
的
有
効
性
感
覚
が
変
化
し
た
人
は
、
実
際
に
こ
れ

ま
で
野
党
に
「
投
票
」
し
て
き
た
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果

は
、
直
接
的
な
民
主
主
義
に
対
す
る
実
践
に
お
い
て
の
み
内
的
有
効

性
感
覚
に
変
化
が
起
こ
り
う
る
と
し
た
前
章
ま
で
の
結
果
と
一
貫
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
論
文
で
は
、
長
年
議
論
が
続
け
ら
れ
て
き
た
政
治

的
有
効
性
感
覚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
剖
す
る
と
と
も
に
、
基
底
的
で

政
治
文
化
に
直
結
す
る
と
考
え
ら
れ
た
内
的
有
効
性
感
覚
の
変
動
要

因
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
金
君
が
、
こ
う
し
た
結
果
を
明
ら
か
に

し
た
の
は
、
一
つ
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
囚
わ
れ
ず
、
一
ヵ
国
に
焦

点
を
お
い
た
分
析
か
ら
三
ヵ
国
比
較
分
析
、
そ
し
て
大
規
模
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
を
使
っ
た
国
際
比
較
分
析
に
わ
た
る
ま
で
、
多
様
な
分
析
ア

プ
ロ
ー
チ
を
研
究
目
的
に
合
わ
せ
て
試
み
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
金
君
の
研
究
は
、
す
で
に
日
本
だ
け
で
な

く
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
論
文
の
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
金
君
が
今

後
、
解
決
し
て
い
く
べ
き
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
本

論
文
で
は
、
日
本
で
大
規
模
な
政
治
意
識
調
査
が
始
ま
っ
た
一
九
七

〇
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
た
政
治
的
有
効
性
感

覚
指
標
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
既
存
の
指
標
に
お
け
る
適
切
な
使
用

方
法
を
提
示
し
て
い
る
点
で
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
政
治
的
有

効
性
感
覚
指
標
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
概
念
の
発
展
と
と
も
に

未
だ
に
発
展
過
程
に
あ
る
。
今
後
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
つ
い
て

の
新
た
な
指
標
の
開
発
と
導
入
が
今
後
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
研
究

の
課
題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
本
論
文
で
は
、
日
本
と
米
国
、
韓
国
の
三
ヵ
国
に
お
け
る

意
識
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の

各
国
共
通
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
歪

ま
せ
る
媒
介
要
因
と
し
て
、
汚
職
の
程
度
や
政
治
的
権
利
の
度
合
い

な
ど
、
い
く
つ
か
の
国
レ
ベ
ル
要
因
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

媒
介
要
因
は
、
こ
れ
ま
で
政
治
文
化
に
起
因
す
る
と
し
て
具
体
的
に

論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
国
ご
と
の
違
い
を
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
論
文

で
得
ら
れ
た
貴
重
な
知
見
が
、
日
米
韓
の
三
ヵ
国
以
外
に
も
適
応
で
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き
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
さ
ら
に
大
規
模
な
国
際
比

較
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
い
ず
れ
も
本
学
位
請
求
論
文
に
お
け

る
問
題
点
と
言
う
よ
り
は
、
金
君
が
今
後
、
生
涯
を
か
け
て
行
う
研

究
に
お
け
る
課
題
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を

い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
の
審
査
に
あ
た
っ
た

主
査
、
副
査
は
一
致
し
て
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾

大
学
）
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
二
八
年
五
月
二
〇
日

主
査　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
林　

良
彰

　
　
　

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

大
山　

耕
輔

　
　
　

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

河
野　

武
司

　
　
　

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

　

朴
敬
珉
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

１　

問
題
の
所
在
と
論
点

　

朴
敬
珉
君
に
よ
る
博
士
学
位
請
求
論
文
「
朝
鮮
縁
故
者
と
日
本
の

対
韓
国
外
交
の
源
流
―
『
植
民
地
財
産
の
数
字
』
に
収
斂
し
た
認
識

と
対
応
、
一
九
四
五
―
一
九
五
三
―
」
は
、
在
朝
鮮
財
産
問
題
を
め

ぐ
り
植
民
地
朝
鮮
の
在
留
日
本
人
で
あ
っ
た
「
朝
鮮
縁
故
者
」
が
果

た
し
た
役
割
と
認
識
を
通
し
て
み
た
日
韓
関
係
の
一
断
面
に
関
す
る

実
証
研
究
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
八
月
の
日
本
の
敗
戦
に
伴
な
い
朝

鮮
が
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
か
ら
、
一
九
五
三
年

一
〇
月
に
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
第
三
次
会
談
が
、
い
わ
ゆ
る

「
久
保
田
発
言
」
に
よ
り
決
裂
す
る
ま
で
を
考
察
対
象
と
す
る
。
朴

君
は
、「
朝
鮮
縁
故
者
」
を
、「
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
職
歴
お
よ
び

学
歴
を
も
ち
知
識
情
報
を
蓄
積
し
た
有
力
者
で
あ
り
、
そ
の
知
識
情

報
を
日
本
政
府
と
共
有
す
る
ア
ク
タ
ー
」
と
定
義
す
る
。
ち
な
み
に
、

そ
の
用
語
は
、
朝
鮮
在
留
日
本
人
が
日
本
に
引
揚
げ
て
か
ら
合
流
し

た
「
朝
鮮
引
揚
同
胞
世
話
会
（
一
九
四
六
年
三
月
設
立
）」
の
会
報

が
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
か
ら
の
引
揚
げ
者
の
自
己
規
定
で


